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１．概要（Summary） 

赤外線を可視光に変換するシステムを開発する。従来

のボロメータ等と異なり、赤外線強度を光学的に検出する

ことができるので、電気配線のいらない簡単な構造で、赤

外線熱イメージングを実現できる。本年度は、本システム

の中心的役割を担う、赤外－可視光変換デバイスを作製

した。これは、微細加工で作製した断熱支持した感温塗

料薄膜で実現される。 

 

２．実験（Experimental） 

デバイス作製のための、成膜装置（スパッタ）、エッチン

グ装置（DRIE)を利用した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

作製した感温塗料の薄膜断熱構造体を Fig. 1 に示す。

図のように、薄膜断熱構造が形成されており、高い断熱性

能（＝赤外線感度）を示すことがわかる。Fig. 2 には、実

際に取得した熱画像の一例を示す。図のように、対象物

の温度分布を計測できることを実証した。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

・感温塗料(Temperature sensitive paint, TSP)・・・温

度により発光強度、発光寿命などが変化する材料。通常

は、Eu(TTA)3 などの発光物質を、ポリマー材料内に分散

させて使用する。 

本研究の一部は「先端融合領域イノベーション創出拠点

の形成プログラム」の支援によって行われた。 
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